
入退院支援室における
医師事務作業補助者の役割
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• DAとは

• DA導入の経緯

•業務内容

• DAが行うことによるメリット

•よくある質問

•今後の課題

本日の内容



医師事務作業補助者 ＝ ＤＡ （Doctor’s Assistant）

医師事務作業補助体制加算 １（ １５ ： １ ）

DAとは？

３２名の配置場所

入退院支援室    5 名
外来 ２６ 名
病棟（産婦人科）  １ 名

経験年数 （2023年11月現在）

３年未満 ・・・ 5 名（約 ２０％）
３年以上 ・・・ ２７ 名（約 ８０％）

3年未満 5 名
3年～5年 4 名
   ５年～ １１ 名
１０年～  １２ 名



2007年4月 術前検査センター開設

ＤＡ： 書類準備、オーダー代行入力

2010年5月 周術期外来開設

ＤＡ： 手術室 麻酔科医師の補助

2014年3月佐久医療センター開院

ＤＡ： 全診療科に対応

現在 パス入力など業務は多岐に渡ります

入退院支援室DA導入の経緯



① 検査入力

② 周術期管理

③ 指示書の作成・変更

④ クリニカルパス入力

入退院支援室DAの業務内容



• クリニカルパス、入院に必要な書類の準備

疾患で必要書類が変わるので、指示書に記載されて
いる医師の指示のもとDAが準備

新患の流れ・準備

入院案内の冊子
問診表

入院申込書
申し送りメモ

COVID-19関連

麻酔問診
歯科問診

看護師用問診

【基本セット】 【麻酔関連】

＋

【疾患別必要書類】

クリニカルパス
VTE説明用紙
限度額説明用紙

次回予約・検査用紙
ICU・HCU入室ご案内用紙

Etc…

＋



DAが代行入力することで

診療時間短縮

① 検査入力

医師は行う項目にチェック

検査時必要書類の作成(問診・同意書etc)
他科紹介代行入力
かかりつけ医への問い合わせ
透析条件の取り寄せ
栄養指導指示箋代行入力
各所予約
自己血予約
休薬指示書の作成

予定の確認
バイタル測定

問診

採血
レントゲン
心電図

Etc…入力

患者さんは検査へ

予約検査
の入力

外来から指示書が届く



検査入力方法

各科・疾患・麻酔方法でセット化



検査入力方法

来院当日に可能な検査は
出来るだけ施行



検査入力方法

食事制限のある検査・予約が
必要な検査は別日に施行
空腹時検査は出来るだけ同日に組む



検査入力方法

主治医の指示通り薬剤を選択



検査入力方法

問診取得後、DM・心疾患・緑内障等
の疾患が分かれば
Ns.から主治医に確認し薬剤を変更



大腸手術の検査入力例

26 27 28 3213029 4 5

来
院

入
院
日

腹
部
超
音
波

上
部
内
視
鏡

今月 来月

採
血
・
X
P
・
E
C
G
・
F
V

バ
リ
ウ
ム
検
査

麻
酔
科
診
察



糖尿病・内分泌内科紹介フローでのDAの役割
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② 周術期管理

・入院の約2週間前の予約制による診察
・DAが麻酔科診察補助を行う
・月～金曜日
曜日毎5名の医師が外来を担当

・1日の外来予約は15～20人
・麻酔の説明はDVD視聴
・診察時間は1人5～10分程度



・必要書類の作成 （同意書・麻酔指示箋）
・電子カルテへの記事入力（定型）
・病棟への患者家族の来院調整依頼
・手術時間変更に伴う飲水時間の確認
・関係各所への連絡（外来・病棟・救命士等）

周術期管理



③ 指示書の作成・変更

指示書の新規作成・変更を行うことで

指示漏れの防止

各診療科別、術式別で約100種類
随時指示書を作成・変更



④ クリニカルパス入力

各診療科別、術式別でマニュアルを作成
現在クリニカルパスは約300種類



入退院支援室 パス入力率
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• アレルギー・既往の確認

• 処方・点滴の確認

• 集中治療室への依頼・連絡

• 血糖測定システムへの入力

• 抗菌薬チェックシートの入力

• 入院診療計画書の仮作成

• 退院時紹介状の仮作成

• 術後リハビリの予約取得

クリニカルパス入力時に行っていること

誰でも同じように入力出来る様にすることで

指示間違いの防止



パス内薬剤変更の確認方法

腎機能低下によりNSAIDs使用不可の場合

メールにて確認

例：

○○ 様 
10月7日入院 同日手術予定の方です。 

eGFR 33 でした。 

クリニカルパス内の必要時指示について 
ロキソプロフェンナトリウム錠 → カロナール1g 
ジクロフェナクNa坐薬   → アンヒバ200mg × 2 
に変更して宜しいでしょうか。 



検査入力 外来診療時間の短縮

麻酔科診察補助 患者の待ち時間の短縮

指示書の作成・変更 指示漏れの防止

クリニカルパス入力 指示間違いの防止

医師と看護師の負担軽減につながる

DAが行うことによるメリット



入退院支援室で一括入力する事で、安全且つ効率的に運用が出来る。

考察

入退院
支援室

標準化

一括入力

業務負担
軽減

効率化

安全性

入退院支援室



• DAによる代行入力は、

「医師の負担軽減」「安全性」「効率性」の面から有用であると
言える。

• 今後も定期的に見直しを行い、更なる効率化を目指し、医師
と看護師の負担軽減につなげたい。

当院のマスコットキャラクター

さくらちゃん 星太郎くん

まとめ
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